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豊後水道において発生した低周波微動の解析

Nonvolcanic Deep Tremors Occured in the Bungo Channel Region, Southwest Japan
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【はじめに】
Obara (2002)により、日本中に密に設置された Hi-net 観測点のデータから、西南日本においてフィリピン海

プレートの沈み込みに沿う形で、非火山性の低周波微動が起こっていることが発見された。これらの微動は常時
起こっているわけではなく、時間的にはまとまって起こる場合が多い。また、付近で発生した地震によって活動
的になる場合や、逆に活動が収まる場合がある。さらに、微動源が移動していく場合もある。Obara (2002)によ
ると、四国西部では 2001 年 1 月には東から西へ、同年 8月には西から東へ、約 13 km/day の速度で微動源の移動
が見られた。
　本研究では、低周波微動の震源の移動と、比較的大きな地震の発生との関連性に注目し、2002 年に豊後水道

において発生した 2 組の微動について解析を行った。1 組は 8 月に発生し、微動活動の前後に付近で大きな地震
のなかったもの、もう 1組は 10 月に発生し、微動の直後に付近で比較的大きな地震が発生したものである。
【豊後水道における低周波微動】
気象庁によると、2002 年 8 月 5 日から 12 日の 8 日間にわたって、豊後水道において計 16 個の微動が発生した。

始めの 1 日目に発生した 4 個の微動と、3 日目以降に発生した 12 個の微動の震央を比べると、活動の中心が北東
方向に移動しているように見えた。また、気象庁によると、同年 10 月 11, 12 日にも豊後水道において 31 個の微
動が発生した。そして、その約 21 時間後の 13 日 19 時 06 分、その付近の深さ 43 km のところで M4.7 の地震が発
生した。その後、余震と思われる地震は発生したが、微動は発生しなかった。気象庁による震源では、8 月の場
合のような移動性は見られなかった。そこで、これらの微動の震源を再決定し、移動性について検討することに
した。
【データ解析】
データは、Hi-net の WEB サイトからダウンロードした、2002 年 10 月 11 日 19 時 16 分から 12 日 22 時 52 分ま

での約 28 時間分の上下動記録を用いた。微動は震央から 90 km 程度までの観測点の記録で確認できた。気象庁に
よる微動の同定とは独立に、波形から微動と認識できる波束を 62 個選び、それらの走時より微動の震源を決定し
た。その際、1つの微動につき、S/N のよい観測点の記録を約 10 本程度用いた。
【結果】
62 個の微動のうち、精度良く決定できたもの 37 個の震央を図示したところ、微動の活動は 13 日の地震の震央

に向かって移動しており、その移動速度は約 20 km/day であることが分かった。また、移動の方向は沈み込むフィ
リピン海プレートの走向にほぼ平行であった。
【議論】
10 月 11, 12 日の微動源が 13 日の地震の震源に向かって移動しているように見えること、微動の前日に豊後水

道では地震活動がほとんどないこと、地震後の 13 日以降は余震と思われる地震以外発生していないことなどから、
この 2 日間の微動は 13 日の地震と何らかの関連性があるといえる。2 日間で 31 回という発生回数は、過去 1 年
半に気象庁により報告された豊後水道での微動が計 61 個であることを考えると、非常に活発な活動といえる。ま
た、震源の移動速度も Obara (2002)のその他の地域での結果と比べてかなり速い。これらより、10 月に発生した
一連の微動は、他の微動とは若干性格を異にしている可能性がある。なお、発表では 8 月の微動群について震源
を再決定した結果も示す。
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